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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月19日(2018.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
（I）配合全成分をそれぞれ量り込み、撹拌しながら分散させる。
（II）その後、約７０～約８０℃に加温して、ホモミキサーで高速撹拌し、分散を高める
。
（III）次いで、前項（II）の分散液を高圧ミキサー（マイクロフルイダイザー）により
微細に分散させてリポソームを形成させる。
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（IV）次いで、この分散液を室温まで冷却してリポソーム分散液を得る。得られたリポソ
ームの平均粒径は２５０ｎｍ以下であることを確認する。
（６）皮膚外用剤
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
クリーム剤(成分)  （Ｗ／Ｗ）％
ＰＯＥ（４０）ステアリン酸                  ２％
自己乳化型モノステアリン酸グリセリル        ４％
スクワラン                                  ８％
２－エチルヘキサン酸セチル                  ３％
トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリル      ２％
トリ  ２－エチルヘキサン酸グリセリル        ３％
ベヘニルアルコール                          ４％
メチルポリシロキサン（３００ｃＳｔ）        ０．１％
１,３-ブチレングリコール                    ５％
実施例２のセラミド類含有リポソーム分散液    １０％
防腐剤                                      適量
精製水                                      残量
（実施例１９）
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